
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県の地震で始まっ

た２０２４年、どうなる

ことかと全国に不安が走

りました。また、８月に

は南海トラフ地震につな

がる大きな地震が宮崎県

沖で発生し夏休みの旅行

が次々とキャンセルされました。長すぎる

猛暑とともに、ずいぶん前のことのように

思います。それでも今年の漢字「金」が表

すようにパリオリンピック・パラリンピッ

クでの日本の選手の大活躍や京都国際高校

の甲子園初優勝など明るい話題もありまし

た。いったい皆様にとって今年はどんな年

だったでしょう。ぜひ、子どもと一緒にご

家族で一年を振り返り、心に残ったことな

どを話し合ってみてください。 

さて、吉川っ子は、今年も日々の学習に

加え、特に２つのことをバージョンアップ

し大切にしてきました。 

それは、人権学習と本物体験です。 

人権学習では、例年人権月間の１ヶ月間

行っていた「スマイル見つけ」を年間通じ

て取り組むことにしました。友達のよさや

がんばりを見つめ、お互いをいろいろな場

面から知ろうとする取組です。つまり、相

手を理解することが互いを大切にすること

につながるからです。知らないことやわか

らないことへの恐怖は、偏見を生みます。

時には差別やいじめを助長させます。自分

を守るために、知らない・わからないこと

に対する不安を除去しようとするプログラ

ムが人間に組み込まれています。相手をき

ちんと知るためにはどうしたらよいか、見

方や方法を学びます。見つけたことを一つ

一つカードに書き残します。この継続が人

や物事を正しく見ようとする習慣になり、

正しく捉える力となると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう一つは、本物体験です。吉川っ子本

物体験シリーズとして今年もたくさんの本

物に出会えるようプログラムしています。 

中でも、今月は、学校にオーケストラを

呼ぶことができました。体育館に響き渡る

ものすごい迫力、それぞれの楽器の美しい

音色。心と体全体で味わいながらプロの演

奏に浸
ひた

りました。また校歌をオーケストラ

の演出で歌う素晴らしい経験をしました。

地域の方も多数参加いただき楽しんでくだ

さいました。ありがとうございました。 

また、先週、５．６年生は、陶芸に挑戦

しました。粘土の柔らかさや冷たさを感じ

ながら、心を落ち着かせ一つの作品を仕上

げます。緊張感の漂うすごくいい時間でし

た。どんなふうに焼き上がるのか、できあ

がりが楽しみです。 

吉川っ子にたくさ

んの本物に出会わせ

たい。どんなことか

ら新しい感性が、興

味・関心が生まれる

かわかりません。地

域の皆様にお世話になっている田植え・稲

刈り体験、黒豆栽培、ふすま屋さんやコス

モス園の見学も同じです。引き続き五感を

しっかりと働かせ、吉川っ子の感じる力を

もっともっと育みたいと思っています。 
                  

         校長  藤田 哲也 
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